
 
2022年 7月 4日放送 

「感染症医薬品の安定供給について-Key Drug を含む-｣ 

国際医療福祉大学 感染症学教授 松本 哲哉 

はじめに 

本日は「感染症医薬品の安定供給について-Key Drug を含む-」と題してお話しをさ

せていただきます。最近、感染症の治療薬に限らず、医薬品全体の安定供給に関する問

題がマスコミなどでも取り上げられ話題になっています。ある報道では 2500 品目の薬

剤が供給不足に陥っており、さらに、流通している医薬品の 20％に相当する薬が供給

停止や出荷調整などで欠品状態になっていると報じられています。私が勤務している病

院でも、ほぼ毎日のように薬剤部から処方可能な薬剤の変更や供給停止に関する通知が

届いており、問題の深刻さを実感しています。 

 

セファゾリンの供給停止 

 それでは、いつ頃から安定供給の問題が起こってきたのでしょうか？多くの医療従事

者にとって、印象が強かったのが 2019 年の日医工のセファゾリンの供給停止だと思い

ます。同社の製品は市場シェアの約 6割を占めていたことや、約 9カ月間の長期にわた

って供給が停止したため、医療の現場に大きな影響が出ました。 

しかし、いくらシェアの割合が高いとは言え、ひとつの抗菌薬が供給停止となったこ

とがなぜ、そこまで大きな問題となったのでしょうか？その理由のひとつはセファゾリ

ンが医療の現場で広く利用される薬剤であったことです。セファゾリンは MRSA 以外の

黄色ブドウ球菌に対して優れた抗菌活性を有しているため、黄色ブドウ球菌による感染

症や術後感染の予防目的に投与される抗菌薬として、ファーストチョイスに選ばれてい

ました。 

 ただし、ひとつの抗菌薬が広く使用されていたとしても、代替薬となる抗菌薬が使用
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できるのではないか、という疑問も生じ

ます。確かに、セファゾリンが使えなく

なっても、似たような抗菌薬を利用すれ

ば、その穴埋めはできるはずです。多く

の医療機関はそのように対応し、代わり

となる抗菌薬に切り換えて医療を継続し

ました。しかし、そこで新たな問題が生

じたのです。それは代替薬として利用を

始めた他の抗菌薬も品薄状態になったことです。そうなると、医療現場はさらに混乱し

ます。本来、選択しないであろう抗菌薬を、選択の余地がないからということで使用せ

ざるをえない状況に陥り、不適切な抗菌薬使用が増加したのです。ここに至って私達は、

薬剤は基本的に十分量が用意されていて、注文すればすぐに使えるものだという認識は、

誤りであったということに気付きました。また、ひとつの薬剤が供給停止になっただけ

で、あっさりとこのような事態に陥ったことで、抗菌薬の安定供給とは簡単に崩れやす

いものだと実感しました。 

 

抗菌薬の安定供給に向けた 4学会の提言 

 そこで、日本感染症学会や日本化学療法学会は 2019 年に学術集会で緊急シンポジウ

ムを開催し、セファゾリンの供給停止に伴う問題を議論しました。その議論の中で浮き

彫りになったのは、セファゾリンの問題は予想以上に根深く、他の薬剤にも共通してい

る課題がある、ということでした。例えば、抗菌薬の供給不足が起こる背景には、まず

生産コストが安い中国などに生産拠点を集中させていることが挙げられます。後にも述

べますが、抗菌薬だけでなくほとんどの薬価が継続的に下げられていく中で、薬をより

安価に製造することは不可欠です。そのため、当時、安い価格で製造できた中国やイン

ドなど海外で大半の抗菌薬が作られるようになりました。その状態が継続できれば特に

問題は生じなかったわけですが、いったん異物の混入などの問題が起こると、品質管理

の厳格化が求められ、生産力は低下します。もちろん製造拠点が複数にわたっていれば

まだ補充は可能ですが、限られた工場でしか作られていない場合は簡単に供給停止が起

こります。 

 このような状況を考慮し、日本化学療法学会、日本感染症学会、日本臨床微生物学会、

日本環境感染学会の 4 学会は 2019 年に「抗菌薬の安定供給に向けた 4 学会の提言」を



当時の厚生労働大臣に提出させ

ていただきました。その骨子と

しては、日常診療に欠かせない

薬剤を Key drug として 10 薬剤

を選定し、少なくともこれらの

薬剤については、薬価の引き上

げや国内生産に向けた支援をお

願いしたいということでした。

さらにこれから開発される新薬

についても、薬価を維持して安

定供給できる仕組みづくりを要望しました。 

 ではそもそもなぜ薬価はこんなに下げられ

なければいけないのでしょうか？それは日本

において毎年上がっていく国民医療費を抑制

するために、その中に含まれる薬剤費を抑える

ことが重要な政策となっているからです。ジェ

ネリック、いわゆる後発薬の普及も医療費を抑

制する政策のひとつで

したが、さらに薬価改

定の度に薬価は継続し

て下げられていきまし

た。これにより、セフ

ァゾリンなどの薬剤は

製造コストよりも薬価

の方が低いまでに下げ

られていたのです。こ

うなると薬を製造販売

しても儲からないから

製造を停止するという

企業も出てきます。製造コストをさらに下げるとすれば、製造の工程に問題が生じるリ

スクも高まり、悪循環が生じるのです。 



医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議 

 厚生労働省もことの重

大さを認識し、医療用医薬

品の安定確保策に関する

関係者会議を 2020 年に発

足させました。日本化学療

法学会の前理事長の清田 

浩先生が議長となり、私も

委員として参加させてい

ただきました。この会議で

は抗菌薬に限らず医療用

医薬品全般を対象に対策

に取り組むことが決まり、58 の学会に

意見を聞いたところ、安定確保が必要や

医薬品として提案された品目は 551 成

分と相当な数になってしまいました。そ

のため、3つのカテゴリーに分類し、カ

テゴリーA、すなわち、最も優先して取

組を行う安定確保医薬品として 21 成分

が選定され、Key drugとして選定していた 10

の薬剤の内、6つの抗菌薬が入りました。これ

によってこれらの薬剤の薬価は概ね上げて頂

くことができました。 

 ただし、これで問題が解決したわけではあ

りません。感染症の Key drugとして選んだ 10

の薬剤だけでは、現実的に感染症の治療を広

くカバーすることはできず、他の抗菌薬も Key drug として指定する必要性が生じまし

た。そこで日本化学療法学会はワーキンググループを立ち上げ、さらに 22 の抗菌薬を

加えて、合計 32薬剤を Key drugに選定しました。また、抗菌薬の安定供給を積極的に

進めるため、日本小児感染症学会を加えた５学会で 2022年 3月 10日に改めて「抗菌薬

の安定供給に向けた提言」を厚生労働大臣に提出させていただきました。その提言では、



改めて薬価の再評価をお願いすると

ともに、国内での生産体制の整備、サ

プライチェーンの状況と課題の把握、

後発医薬品を含めた医薬品の品質確

保を要望しました。 

 この提言にも含まれている国内で

の生産体制の整備については、国も予

算を確保してペニシリン系やセファ

ロスポリン系抗菌薬の原薬となる 6-

アミノペニシラン酸(6-APA) や 7-アミノセファロ

スポラン酸 (7-ACA) の国内製造を支援しており、

現在、複数の製薬企業が国内に製造拠点を構えて生

産体制の準備に入っています。また、今年度の薬価

改定においても安定確保医薬品などに指定された

抗菌薬は薬価がさらに上げられています。 

 すでに述べたように、現在は感染症の治療薬だけ

でなく、医薬品全般の安定供給が危機に

陥っています。中でも抗菌薬はセファゾ

リンに留まらず多くの薬剤が供給不足

に陥りました。この問題の背景にはさま

ざまな要因が絡んでおり、一筋縄では解

決できないことは明らかです。しかしこ

のまま手をこまねいていれば、さらに状

況は悪化の一途を辿るでしょう。そのた

め、日本化学療法学会を始めとする感染

症関連の学会は、この問題の解決に向けた提言をこれまで 2回提出させていただき、厚

生労働省とも連携をとって活動を進めたことで、薬価の改定や国内での生産体制におい

ては一定の方向性も見られています。 

 ただし、現時点ではまだ大丈夫と言える状況にはありません。例えば、原薬の価格は

現在上昇し続けていますが、中国などの言い値で購入するしかなく、コストカットどこ

ろか採算に見合わない医薬品が増えているのが現状です。さらに、もし政情が不安定と



なって中国などが原薬の供給を止めたら、おそらく多くの抗菌薬は年内で大半が枯渇す

るでしょう。このように、感染症医薬品の安定供給は、危機管理の面からも重要な問題

であり、今後、国としてもより積極的に取り組むべき問題だと思われます。 

 今回の放送を聞いて頂いた皆様にも、是非現状をご理解いただき、ご支援とご協力を

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 
 

番組ホームページは http://medical.radionikkei.jp/kansenshotoday/ です。 

感染症に関するコンテンツを数多くそろえております。 
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